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灘
旬

、
羅
継
る
人
の
康
し
く
漿
花
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

笑
み
割
れ
し
す
離
購
茄
子
び
や
秋
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
習

覆
少
し
過
ぎ
灘
欝
も
ひ
と
風
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

驚
撃
鑑
難
叢
う
勢
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

霧
遮
嬢
で
背
鮪
蝶
で
薦
ぐ
雁
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
石

戦
時
下
を
思
い
出
し
謄
嘆
享
の
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

片
山
は
夕
陽
に
映
え
て
紅
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

穂
明
り
の
遠
目
戦
火
の
声
湧
き
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

秋
晴
れ
や
真
昼
の
夢
の
安
楽
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
ウ

北
の
窓

　
　
ひ
亡
臓
の
が
蒸
鞍
り
き
灘
羅
難
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦
織
疑

声
の
ん
舞
擢
婁
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
襲

ひ
し
め
馨
灘
鷺
謬
叢
、
、

　
　
　
　
　
　
“
　
　
羅
．

　
　
　
　
鱒
黛
撃
毒
！
　
醗
…

塞
毒
菰
誕

晩
秋
の
白
護
傍
観

杉
の
姦
舗
黙
、
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
、
隔
ζ

ぬ
か
焼
　
も
　
’
　
、
、

　
　
欝
い
妄

　
　
　
　
ー
む
り
に

▽
短
歌

誰
の
縫
護

歴

鷲
『
、

鮒
，
h

緯

藍

～
ノ
　
〆
メ
ぎ
『
■

　
罵　
　
難

、
畿
鰯
、

帰
　
　
憲
　
　
嚢

、
㌧
、
　
　
極

　
　
　
釦

擢
欝
犠
港

灘
、
響

　
　
　
　
で

　
　
　
、
旅

　
　
　
　
ン

8　
　
　
　
　
！

き
眼

囲楼

’
口＼
独
　
山

，
・
’

鳩「恥㌧

i
郵
便
局
か
ら
1

　
　
　
8
8
才
（
米
寿
）
の
人
に
湯
の
み
を
贈
呈

◎
郵
便
局
で
は
、
今
年
米
寿
の
喜
び
を

迎
え
ら
れ
た
方
々
に
郵
政
大
臣
名
の
記

念
品
（
湯
の
み
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
正
五
年
十
月
一
日
の
簡

易
保
険
創
業
の
記
念
に
ち
な
む
「
簡
易

保
険
月
間
」
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
中
里
村
で
は
次

の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

剣
道
女
子
中
学
生

　
　
県
大
会
で
準
優
勝

　
去
る
八
月
十
二
日
、
新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
大
会
中
越
地
区
予
選
会

の
「
中
学
生
女
子
の
部
」
で
優
勝
し
、

中
越
地
区
の
代
表
チ
ー
ム
と
な
っ
た
田

沢
剣
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
は
、
十
月
二

十
一
日
、
上
越
市
高
田
で
開
催
さ
れ
た

第
十
一
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
剣

道
大
会
に
出
場
。

大
健
闘
の
結
果
、
準
優
勝
と
い
う
輝
や

か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

　
救
援
金
受
付
け
は
じ
ま
る

　
食
べ
物
も
な
く
、
医
者
に
も
み
て
も

ら
え
な
く
て
、
国
外
に
流
れ
出
て
い
く

人
さ
え
も
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
を
救
う
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
暖
か
い
心
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
受
付
窓
口
は
役
場
社
会
課
内
、
日
赤

中
里
村
分
区
内
口
で
、
と
り
あ
え
ず
十

二
月
末
日
ま
で
、
但
し
現
金
に
限
っ
て

受
け
付
け
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

根古阿岡大池
津高部村島田
タハ茂イ寛ギ
ツマ正セ吉ン

（
如
来
寺
）

（
干
溝
）

（
山
崎
）

（
高
道
山
）

（
朴
木
沢
新
田
）

（
芋
川
）

人
生
往
来

◎
産
　
声

　
氏
名
　
　
父
の
名

羽
鳥
　
智
秋
　
　
才
　
二

島
田
　
貴
祥
　
　
金
治

根
津
啓
介
　
　
一
夫

山
田
　
勝
也
　
　
伊
三
男

渡
邊
妙
子
　
利
弘

　
　
　
　
　

鈴
木
あ
ゆ
み
　
　
進

◎
高
砂
緬
鐸
塞
　

部
　
落
小
原
倉
俣

芋
　
川

清
田
山

山
　
崎

角
　
間

如
来
寺

如
来
寺

　
　
大
島
　
清
（
倉
俣
）

　
　
大
口
　
周
策
（
芋
　
川
V

十
二
月
の
休
日
急
救
医

±
一

士
一

士
一 士 ±

月 月 月 一
月

一
月

三
十

曇
一 宍 九 二

日 日 日 日 日
（口） （日） （日） （目） （日）

富 山 池 至 十
田 口 田 誠 日
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六町 七中 八西 七浦 六　田
九
L
四 一　　　　　　　一 六東 六町

緬
鐸
塞
　

瀟
騰
令
塁
驚

瀦
鰭
親
釜

◎
馨
年
令

江
口
　
福
松
　
　
　
（
八
O
）

富
井
今
朝
芳
　
　
　
（
六
一
）

桑
原
　
キ
ヨ
　
　
　
（
七
六
）

上
原
　
勇
　
　
（
五
八
）

瀬
切
　
交
連
　
　
　
（
八
三
）

大
島
　
正
友
　
　
　
（
異
）

堀
之
内

加
茂
市

倉
　
俣

津
南
町

通
り
山

津
南
町

部
落

如
来
寺

市
之
越

．

酉
　
方
荒
屋
芋
沢
干
溝
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劉　私たちの村
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議
会
構
成
決
ま
る

議
長
に
大
島
芳
信
氏

　
　
　
　
　
副
議
長
に
山
岸
巳
之
政
氏

　
十
月
二
十
八
日
に
執
行
さ
れ
た
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
で
、
十
八
人
の
新
議

員
が
選
出
さ
れ
た
の
を
う
け
、
去
る
十

一
月
二
十
日
、
第
二
回
中
里
村
議
会
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
た
。

　
席
上
、
議
長
、
副
議
長
選
挙
が
行
な

わ
れ
、
議
長
に
大
島
芳
信
氏
、
副
議
長

に
山
岸
巳
之
政
氏
が
選
ば
れ
た
の
を
は

じ
め
、
総
務
建
設
、
産
業
経
済
、
社
会

文
教
の
三
常
任
委
員
会
の
委
員
長
、
副

委
員
長
の
互
選
、
委
員
の
指
名
が
行
な

わ
れ
、
村
議
会
構
成
員
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
社
会
文
教
委
員
長

を
除
く
他
の
委
員
長
、
副
委
員
長
は
す

べ
て
新
人
議
員
で
占
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
芳
信

山
岸
巳
之
政

堀
之
内
前

農
業
　
54
才

副
議
長

産
業
経
済

山
崎
前

貸
屋
業
60
才

議
長

山
本
袈
裟
市

小
出
㈱

農
業
磁
才

総
務
建
設

　
　
委
員
長

上
原
正
夫

通
り
山
噺

農
業
53
才

産
業
経
済

斉
喜
文
平

倉
俣
酌

農
業
5
6
才

産
業
経
済

服
部
安
二
郎

如
来
寺
前

農
業
55
才

社
会
文
教

桑
原
恭
平

田
代
噺

農
業
60
才

総
務
建
設

羽
鳥
竜
之
助

新
屋
敷
新

農
業
59
才

社
会
文
教

高
井
三
郎

血

斉
喜
勝
利

倉
俣
　
新

農
業
　
5
5
才

総
務
建
設

　
副
委
員
長

田
中
　
新

農
業
62
才

産
業
経
済

　
　
委
員
長

吉
楽
実
太
郎

田
沢
前

農
業
社
会
文
教

吉
楽
富
徳

上
山
前

農
業
67
才

社
会
文
教

樋
口
　
省
三

宮
中
ヵ

農
業
66
才

総
務
建
設

村
山
善
作

田
沢
前

農
業
57
才

産
業
経
済

井
ノ
川
良
平

如
来
寺
噺

農
業
50
才

産
業
経
済

　
副
委
員
長

“
ボ
ス
”
二
頭

　
　
　
　
　
射
止
め
り
る

　
今
年
の
秋
は
、
例

年
に
な
く
熊
の
出
没

が
多
く
、
農
作
物
の

被
害
が
で
て
い
た
が
、

狩
猟
解
禁
日
の
十
五

日
に
倉
俣
地
内
で
、

十
七
日
に
は
村
内
の

ハ
ン
タ
ー
に
よ
り
水

沢
の
原
で
相
次
い
で

“
野
山
の
ボ
ス
”
が

射
止
め
ら
れ
た
。

山
田
盛
長

東
田
尻
　
新

農
業
　
51
才

社
会
文
教

　
副
委
員
長

村
山
栄
一
郎

桂
新
農
業
50
才

総
務
建
設

高
橋
忠
雄

芋
川
前

農
業
55
才

社
会
文
教

　
　
委
員
長

oo

オ

　　　＾、一7水沢の原で射止められた熊
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十
日
町
地
域
各
界
友
好
訪
中
団

と
共
に
中
国
を
視
察
し
て

　
旅
行
目
的
以
外
の
事
ど
も
を
二
、
三

記
し
て
参
考
に
供
し
ま
す
。

先
ず
第
一
に
食
事
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
朝
食
は
粥
で
す
。
そ
れ
も
三
分

粥
位
の
う
す
い
も
の
で
、
箸
を
か
つ
い

で
お
召
し
上
り
い
た
だ
き
た
い
と
い
っ

た
も
の
、
他
に
饅
頭
の
餓
の
入
っ
た
も

の
と
、
入
ら
な
い
も
の
と
が
必
ず
で
ま

す
。
副
食
は
ト
マ
ト
に
砂
糖
を
か
け
た

も
の
、
油
で
い
た
め
た
も
の
な
ど
で
、

一
般
の
中
華
料
理
な
み
で
す
が
、
日
本

の
中
華
料
理
と
本
場
の
も
の
と
で
は
流

石
に
味
が
違
い
ま
す
。
油
は
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
な
く

あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
。
食
事
は
円
卓

で
七
～
九
名
位
宛
で
、
慌
て
て
食
べ
な

い
よ
う
慎
み
ま
し
ょ
う
。
悠
揚
迫
ら
ざ

る
態
度
、
大
陸
的
ペ
ー
ス
の
態
度
こ
そ

肝
要
で
す
。
後
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
美

昧
い
も
の
と
相
場
が
決
っ
て
お
る
よ
う

で
し
た
。
不
味
い
も
の
で
満
腹
し
、
美

味
し
い
も
の
が
入
ら
な
い
で
は
、
ま
し

ょ
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
水
は
飲

め
ま
せ
ん
。
部
屋
に
配
ら
れ
る
ぬ
る
い

水
か
、
お
茶
を
飲
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

終）

団
長
上
村
賢
造

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
の
す
る
お
茶
で
、
始

め
は
鼻
に
つ
き
ま
す
け
れ
ど
、
馴
れ
て

く
る
と
左
程
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

茶
を
入
れ
、
そ
の
上
に
お
湯
を
さ
す
の

で
、
茶
が
ら
が
浮
い
て
飲
み
に
く
い
。

茶
が
ら
を
吹
き
、
一
方
に
寄
せ
て
、
そ

の
隙
に
い
ち
早
く
い
た
だ
く
と
い
う
技

術
が
必
要
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
北
京
ビ
；
ル
な
ど

比
較
的
飲
み
易
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
中
国
産
の
酒
は
い
ず
れ
も
ア
ル
コ

ー
ル
度
が
高
く
、
油
濃
い
も
の
を
食
べ

な
が
ら
、
な
め
る
よ
う
に
し
て
頂
く
の

が
多
い
よ
う
で
し
た
。

第
二
点
は
買
物
で
す
。
外
国
を
旅
行
す

る
人
達
に
買
物
を
す
る
時
間
の
少
な
い

日
程
は
不
評
で
す
。
こ
れ
は
男
女
を
問

い
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
方
が
特
に
強
い

の
は
勿
論
で
す
。
見
学
し
て
い
る
時
は

ノ
ロ
ノ
ロ
し
て
い
る
方
で
も
、
買
物
と

な
る
と
急
に
元
気
に
な
り
、
わ
れ
先
に

と
商
店
に
駈
け
込
み
ま
す
。
外
国
人
旅

行
客
を
案
内
す
る
店
は
友
誼
商
店
と
い

っ
て
程
度
の
よ
い
物
を
陳
列
し
て
お
り

ま
す
。
此
処
で
土
産
品
は
殆
ん
ど
間
に

あ
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
友
誼

商
店
に
行
く
程
毎
に
ひ
と
か
か
え
も
買

わ
れ
る
方
も
お
り
ま
し
た
。
百
貨
店
も

あ
り
ま
し
た
が
、
、
吾
々
の
常
識
か
ら
す

る
百
貨
店
と
は
違
い
、
ス
ー
パ
ー
の
極

く
粗
末
な
店
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
売

っ
て
い
る
品
物
も
人
民
の
日
用
品
程
度

の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
こ
こ
で
財
布

を
開
く
と
、
民
衆
が
ワ
ッ
と
寄
っ
て
来

て
財
布
の
中
を
の
ぞ
か
れ
ま
す
。
決
し

て
と
る
と
い
う
意
志
が
あ
る
の
で
は
な

い
が
、
旅
行
客
が
沢
山
の
金
を
持
っ
て

い
る
の
が
珍
ら
し
が
っ
て
集
ま
る
の
で

し
ょ
う
。
骨
董
品
店
な
ど
に
は
、
宝
石
、

玉
石
、
貴
金
属
、
工
芸
品
、
絵
画
な
ど

素
晴
ら
し
い
品
が
沢
ド
　
．
）
長
㌃
ナ
，
、

ど
、
我
々
旅
行
者
に
は
縁
の
な
い
高
佃

の
も
の
が
陳
列
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

第
三
に
は
街
の
中
が
奇
麗
に
清
掃
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
た
。
朝
早
く
附
近
の

人
、
職
場
の
人
が
清
掃
す
る
為
で
ず
。

物
乞
い
を
す
る
人
も
お
り
ま
せ
ん
。

香
港
、
タ
イ
な
ど
に
行
き
ま
す
と
、
物

売
り
の
少
年
が
う
る
さ
い
程
寄
っ
て
来

ま
す
。
買
っ
て
く
れ
と
ね
だ
っ
た
り
、

物
乞
い
を
し
ま
す
が
、
中
国
に
は
そ
ん

な
人
も
少
年
も
い
ま
せ
ん
。
戦
後
徳
育

に
重
点
を
お
い
た
為
か
、
盗
人
も
な
け

れ
ば
物
乞
い
も
い
ま
せ
ん
。
忘
れ
物
は

必
ず
届
け
て
く
れ
ま
す
の
で
、
う
っ
か

り
忘
れ
物
な
ど
し
よ
う
も
の
な
ら
、
か

え
っ
て
先
方
に
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

去
年
タ
イ
に
行
っ
た
時
は
蝿
の
多
い
の

に
は
驚
き
ま
し
た
が
、
中
国
に
は
蝿
が

い
ま
せ
ん
。
豚
を
飼
っ
て
い
る
生
産
大

隊
に
行
っ
て
も
蝿
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

衛
生
思
想
は
相
当
進
ん
で
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
自
家
用
の
自
動
車
は

許
可
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
麻
雀
も
不
許

可
で
す
。
交
通
機
関
は
大
部
分
が
自
転

車
で
す
。
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
美

事
な
自
転
車
の
洪
水
で
す
。
バ
ス
な
ど

よ
り
人
、
自
転
車
が
優
先
す
る
よ
う
な

光
景
も
ま
・
あ
り
ま
し
た
。
服
装
は
質

素
で
女
性
は
お
さ
げ
髪
に
口
紅
な
し
、

菜
ッ
葉
服
よ
う
の
上
着
に
ズ
ボ
ン
と
い

　
た
扮
装
で
し
た
。
各
職
場
に
女
性
の

進
出
は
目
覚
し
く
、
皆
ん
な
生
き
生
き

と
し
た
態
度
で
働
い
て
お
り
ま
す
。

蠣
て
は
、
世
界
の
先
進
国
に
追
い
つ
き

追
い
越
す
の
だ
と
い
う
意
気
込
み
で
す
。

幼
児
園
の
教
育
に
し
て
も
、
中
学
校
の

教
育
に
し
て
も
、
各
職
場
の
従
業
員
に

し
て
も
、
又
生
産
大
隊
の
農
民
に
し
て

も
、
皆
そ
の
よ
う
な
意
気
込
み
で
働
い

て
お
り
ま
す
。
必
ず
や
近
い
将
来
そ
れ

ら
の
夢
が
実
現
す
る
こ
と
を
彼
等
は
確

信
し
て
い
る
よ
う
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
貧
欲
な
ま
で
に
、
学
び
と
ろ
う
と
す

る
気
迫
で
し
た
。
親
方
日
の
丸
で
、
生

産
性
向
上
反
対
、
合
理
化
ハ
ン
タ
ー
イ

と
年
々
騒
い
で
い
る
国
民
と
は
、
自
覚

に
於
て
格
段
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。

郡
市
に
於
て
結
成
さ
れ
た
友
好
訪
中
団

と
し
て
は
、
私
達
が
最
初
で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
続

々
と
渡
航
さ
れ
て
、
友
好
と
理
解
を
深

め
て
戴
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
旅
行
中
の
事
を
お
粗
末
な
が
ら
概

略
申
し
述
べ
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
な

ど
で
記
載
も
れ
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
御
了
承
下
さ
い
。

最
後
に
十
四
日
の
夜
天
津
飯
店
に
於
て

団
員
を
代
表
し
て
、
国
際
旅
行
者
の
方

々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
団
長
の
挨
拶

を
記
し
、
当
時
の
こ
と
を
も
う
一
度
思

い
お
こ
し
て
、
報
告
に
か
え
た
い
と
存

じ
ま
す
。

今
回
の
十
四
日
間
寝
食
を
共
に
し
、
励

ま
し
あ
っ
て
行
動
さ
れ
た
盟
友
各
位
の

御
健
祥
を
祈
り
、
今
後
の
御
交
誼
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
終
り
と
い
た

し
ま
す
。

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
国
の
み
な
さ
ん
、
ご
機
嫌
よ
う
、

　
さ
よ
う
な
ら
（
再
見
）

本
日
は
御
多
忙
の
中
を
、
中
国
国
際
旅

行
社
天
津
分
社
副
径
理
佳
士
明
先
生
、

国
際
旅
行
公
社
の
胡
如
祥
先
生
、
ほ
か

諸
先
生
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し

　
　
『
四
面
へ
続
く
』
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『
三
面
か
ら
続
＜
』

上
げ
ま
す
。

私
達
の
友
好
訪
中
団
は
、
七
月
二
日
か

ら
本
十
四
日
ま
で
、
十
三
日
間
、
夫
々

の
目
的
地
を
歴
訪
さ
せ
て
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
間
各
地
で

中
国
人
民
多
数
の
熱
烈
な
る
歓
迎
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
旅
行
公
社
の
胡
先
生
、
張
先
生
又

各
分
社
の
方
々
の
心
か
ら
な
る
御
案
内

を
い
た
だ
き
、
無
事
に
そ
の
目
的
を
達

し
、
日
中
両
国
の
理
解
と
友
好
を
深
め

る
こ
と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
百
里
を
住
く
も
の
は
、
九

十
九
里
を
も
っ
て
半
ば
と
す
る
と
い
う

諺
が
あ
り
ま
す
が
、
私
達
は
明
日
も
う

一
日
の
日
程
が
あ
り
ま
す
が
、
心
中
は

未
だ
半
分
の
行
程
を
過
ぎ
た
の
み
と
い

う
緊
張
感
を
持
ち
続
け
て
、
全
日
程
を

修
了
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
今
回
の
訪
中
を
通
じ
て
、
夫
々
の

由
緒
あ
る
施
設
、
建
造
物
、
寺
院
又
は

旧
蹟
等
が
、
夫
々
の
地
域
に
於
て
、
夫

々
の
永
い
歴
史
的
意
義
を
も
ち
、
更
に

現
代
に
果
す
役
割
を
具
さ
に
勉
強
さ
せ

て
戴
き
ま
し
て
、
改
め
て
感
銘
を
深
め

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
中
国
の
美
し
い

山
河
、
革
命
の
聖
地
、
勤
労
人
民
の
労

働
の
成
果
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
芸
術
、

又
農
村
に
於
て
は
人
民
公
社
、
生
産
大

隊
の
農
場
、
工
場
、
学
校
、
診
療
所
、

幼
児
園
、
更
に
は
各
家
庭
な
ど
社
会
の

各
分
野
を
参
観
し
、
そ
こ
に
働
く
人
民

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
現
代
中
国
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
感
激
に
堪

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
感

激
は
我
々
に
と
っ
て
、
終
生
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

今
や
中
華
人
民
共
和
国
は
、
永
い
苦
難

に
満
ち
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
社
会
主
義
革

命
の
偉
業
を
達
成
し
、
内
に
あ
っ
て
は

文
化
大
革
命
を
解
決
し
、
こ
の
た
び
第

五
回
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
次
会
議

が
成
功
の
う
ち
に
終
了
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま
す
。

特
に
新
生
中
国
と
し
て
「
農
業
、
工
業
、

国
防
、
科
学
技
術
の
現
代
化
を
全
面
的

に
実
現
し
、
国
民
経
済
を
世
界
の
前
例

に
立
た
せ
る
」
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
、

着
々
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
て
、
近
い
将
来
必
ず
や
そ

の
目
的
の
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
す

る
と
共
に
、
そ
の
実
現
の
一
日
も
早
か

ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
過
日
太
原
に
於
て
、
同
じ
新

潟
県
の
同
胞
に
逢
い
ま
し
た
。

私
達
が
こ
う
し
て
貴
国
を
訪
問
で
き
ま

す
こ
と
は
、
偏
え
に
、
一
九
七
二
年
九

月
わ
が
新
潟
県
の
大
先
輩
で
あ
る
、
元

田
中
総
理
と
貴
国
の
故
周
恩
来
首
相
と

に
よ
る
両
国
の
親
善
友
好
に
関
す
る
共

同
声
明
が
発
せ
ら
れ
て
以
来
で
あ
り
、

沢
山
の
我
々
同
胞
が
貴
国
の
温
い
歓
迎

に
浴
し
て
い
る
こ
と
を
想
い
、
慶
祝
と

感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
帰
国
後
は
、
友
人
、
知
己
に
貴

国
の
偉
大
さ
を
宣
伝
し
、
よ
り
多
く
の

同
胞
が
貴
国
を
訪
れ
て
、
理
解
と
友
好

を
深
め
る
よ
う
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
中
国
の
皆
さ
ん
に
も
、
わ
が
日

本
を
訪
れ
て
戴
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
日
本
国
は
中
国
と
は
又
違
っ
た

山
紫
水
明
の
自
然
と
歴
史
、
そ
し
て
現

代
社
会
が
皆
様
を
喜
ん
で
迎
え
る
も
の

と
信
じ
ま
す
。
中
国
と
日
本
と
は
一
衣

帯
水
の
間
に
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
提

け
い
し
て
、
東
洋
の
発
展
の
た
め
、
ひ

い
て
は
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

本
夕
は
今
回
の
訪
中
に
際
し
、
格
別
な

御
骨
折
り
を
い
た
だ
い
た
旅
行
公
社
の

方
々
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、

私
達
の
感
謝
を
こ
め
た
晩
さ
ん
会
で
あ

り
ま
す
。
充
分
と
ま
で
は
行
き
ま
せ
ん

が
、
我
々
の
微
意
を
了
と
さ
れ
ま
し
て
、

ご
ゆ
っ
く
り
お
召
し
上
り
い
た
だ
き
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、
中
華
人
民
共

和
国
の
今
後
の
御
発
展
と
、
関
係
皆
様

の
益
々
の
御
健
祥
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
必
ら
ず
公
給
領
収
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
で
、
料
理
店
、
飲
食
店
、

旅
館
、
バ
ー
な
ど
で
飲
食
を
な
さ
る
機

会
が
多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
場
合
料
金
の
一
〇
％
の
料
理
飲
食

等
消
費
税
が
か
か
り
、

お
店
で
は
公
給
領
収

証
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
み
な
さ
ん
が
、

料
金
と
い
っ
し
ょ
に

税
金
を
納
め
た
し
る

し
で
す
か
ら
、
必
ず

受
取
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

も
し
公
給
領
収
証
を

発
行
し
な
か
っ
た
り
、

私
製
の
領
収
証
を
発

行
し
た
と
き
は
、
財

務
事
務
所
（
課
税
課
、

間
税
係
）
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
一
定
の
金
額

（
免
税
点
）
以
下
の

飲
食
や
、
宿
泊
に
は

税
金
が
か
か
ら
ず
こ

の
場
合
、
公
給
領
収

証
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
又
、
旅
館
、
飲

食
店
な
ど
で
、
遊
興
（
芸
者
さ
ん
な
ど
婦

女
の
接
待
）
を
伴
な
う
飲
食
を
行
っ
た

場
合
は
、
免
税
点
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

区　　　　　　　　　　　分 免　税　点

料理店、小料理店、バー、など な　　　し

旅ホ

　テ

館ル

離講の鞭耀製難茜た場合の） 1人1泊につき
　　　4，000円

宿泊者の追加飲食、夜食、間食、昼食など
日帰者の休けい及び飲食

1人1回につき
　　　2，000円

飲食店、喫茶店、など 1人1回につき
　　　2，000円

経理区分食堂（デパートの食堂など） 1品につき
　　　1，000円

仕出し、出　前、 1人前
　　　2，000円
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なかさと
1〔5〕

学
校
紹
介

田
沢
小
学
校

児
童
数

教
員
数

三
二
一
名

　
一
五
名

教
育
目
標

本
気
で
学
習
す
る
子
ど
も

　
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
子
ど
も

　
け
じ
め
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
子
ど
も

　
こ
の
教
育
目
標
の
基
盤
に
は
、
　
「
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
伸
ば
す
」
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
年
十
月
に
行
っ
た
家
庭
科
研
究
会

の
主
題
を
、
「
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
力

を
つ
け
る
学
習
指
導
」
ー
家
庭
科
に
お

け
る
実
践
的
態
度
の
育
成
ー
と
し
た
の

も
、
個
々
の
子
ど
も
の
考
え
を
大
事
に

し
て
、
確
か
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ

う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

◎
　
学
校
で
重
視
し
て
い
る
活
動

O
創
造
の
時
間

　
学
級
の
子
ど
も
達
の
自
由
な
考
え
で

学
級
で
ま
と
ま
っ
て
、
ま
た
は
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
価
値
あ
る
活
動
を
助
長
し

創
造
性
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
活
動
の
延
長
と
し
、
全

校
の
米
つ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
三
二
〇
人
の
子
ど
も
達
が
、
一
斉
に

田
植
や
稲
刈
り
を
す
る
と
き
は
歓
声
に

満
た
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
脱
穀
と
も
な
れ
ば
、
せ
ん

ば
あ
り
、
足
ふ
み
あ
り
、
動
力
あ
り
で
、

米
つ
く
り
の
仕
事
を
ひ
た
い
に
汗
し
て

体
験
さ
せ
て
い
る
。

　
最
後
は
、
全
校
あ
げ
て
の
餅
つ
き
を

「
田
沢
小
学
校
舎
風
景
」

中
心
と
し
た
子
ど
も
の
祭
に
な
る
。

　
つ
き
あ
げ
た
ば
か
り
の
お
餅
を
食
べ

な
が
ら
、
楽
し
い
だ
し
物
に
思
い
出
を

豊
か
に
し
、
ふ
る
さ
と
を
し
っ
か
り
と

心
に
刻
む
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。

⇔
　
児
童
会
の
活
動

　
学
校
で
の
生
活
を
学
校
活
動
に
止
め

ず
に
、
高
学
年
か
ら
低
学
年
ま
で
を
た

て
割
り
に
し
た
活
動
を
活
発
に
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
自
然
の

う
ち
に
、
自
主
性
や
社
会
性
を
伸
ば
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
庭
に
は
、
毎
日
落
葉
が
一
ぱ
い
に

な
る
の
で
、
朝
、
班
毎
に
掃
除
を
自
主

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
上
級
生
を
中
心

に
し
て
ま
と
ま
り
あ
る
活
動
と
な
っ
て

い
る
。

ω
　
青
少
年
赤
十
字
の
活
動

．
村
内
の
各
小
学
校
全
部
が
加
盟
し
て

い
る
が
、
本
校
で
は
、
と
く
に
、
奉
仕

の
精
神
を
強
調
し
て
い
る
。

　
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、
他
人
の
た

め
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
報
酬
を
求

め
ず
に
尽
す
心
の
さ
わ
や
か
さ
を
、
そ

れ
ぞ
れ
に
体
験
さ
せ
る
よ
う
に
、
地
道

な
活
動
を
助
長
し
て
い
る
。

　
五
年
生
の
一
学
期
末
に
は
、
団
体
訓

練
と
し
て
、
一
泊
二
日
の
野
営
を
し
て

い
る
が
、
こ
の
際
に
は
個
々
の
子
ど
も

の
持
ち
味
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
、
厳

し
さ
の
中
の
楽
し
さ
を
十
分
味
あ
わ
さ

せ
て
い
る
。

　
教
育
は
学
区
全
体
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
本
校
P
T
A
の
活
動
は
、

ま
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。

　
と
く
に
、
学
級
P
T
A
の
活
動
は
、

本
校
教
育
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

簡
保
保
険
料

　
　
払
込
み
証
明
に
つ
い
て

◎
郵
便
局
で
は
、
年
末
調
整
に
伴
う
保

険
料
の
払
込
証
明
を
発
行
し
ま
す
の
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

　
尚
、
請
求
の
際
は
必
ら
ず
領
収
帳
を

提
出
（
団
体
加
入
は
除
く
）
し
て
く
だ

さ
い
。

●
●
o
O

●
3
“
●

●
9
●
●

み
ん
な
で
防
ご
う
交
通
事
故
！

　
県
内
で
は
9
月
下
旬
以
降
死
亡
事
故

が
続
発
し
、
毎
日
の
よ
う
に
死
者
が
出

て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

　
○
道
路
横
断
中
の
歩
行
者
が
車
に
は

　
　
ね
ら
れ
る
も
の

　
○
車
対
車
の
正
面
衝
突

　
○
道
路
外
に
転
落
す
る
も
の

　
○
依
然
と
し
て
酒
酔
い
運
転
に
ょ
る

　
　
も
の

　
等
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
は

　
1
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
2
疲
れ
た
り
、
ね
む
く
な
っ
た
ら
必

　
　
ず
休
む
。

　
3
交
差
点
で
は
必
ず
徐
行
し
、
一
時

　
　
停
止
は
確
実
に
守
る
。

　
4
無
理
な
追
越
し
は
し
な
い
。

◎
各
家
庭
で
は

　
1
夕
方
か
ら
夜
間
の
外
出
に
は
特
に

、

聾

　
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
。

2
小
さ
い
子
供
の
一
人
歩
き
は
さ
せ

　
な
い
。

3
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
お
互

　
い
に
注
意
し
あ
う
。

4
家
庭
で
は
主
婦
を
中
心
に
外
出
の

　
際
に
は
必
ず
交
通
事
故
に
注
意
す

　
る
こ
と
を
声
か
け
合
う
。

　
以
上
の
点
に
充
分
注
意
し
て
交
通
死

亡
事
故
を
無
ぐ
す
る
よ
う
に
努
め
て
下

さ
い
。


